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罫
 第
　
回
医
科
系
大
学
教
職
員
懇
談
会（
医
大
懇
）
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罫
 高
専
協
議
会
単
組
代
表
者
会
議

罫
 財
務
省
に
運
営
費
交
付
金
の
拡
充
を
要
望

茎
 論
壇「
改
め
て
労
働
組
合
の
存
在
意
義
に
つい
て
」

　
金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
域
学
校
教
育
系
教
授

　
　
  （
全
大
教
中
央
執
行
副
委
員
長
）
村
井
淳
志

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
告「
技
術
職
員
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
部
長
 中
田
淳
二（
大
阪
大
学
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

猿
 福
島
大
学「
学
長
選
考
を
機
に
組
合
の
活
性
化
を
」

猿
 沼
津
高
専
「
教
職
員
も
学
生
も
余
裕
が
な
い
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　　　（１）　　　（１）

つ
い
て
は
、
無
期
契
約
へ
の
転

換
を
基
本
と
す
る
制
度
設
計
へ

と
方
針
転
換
す
る
こ
と
を
つ
い

に
表
明
し
ま
し
た
。
組
合
交
渉

と
し
て
は
近
年
ま
れ
に
見
る
成

果
で
し
た
。

　
た
だ
し
、
無
期
化
の
選
考
に

あ
た
り
筆
記
試
験
を
課
す
等
、

5
年
近
い
勤
務
実
績
を
正
当
に

評
価
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
見

え
る
要
素
は
残
さ
れ
て
お
り
、

運
用
面
で
の
不
安
は
残
り
ま

す
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
雇
用
の

場
合
の
無
期
転
換
が
、
当
該
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
た
場
合

に
は
解
雇
と
な
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
と
い
う
問
題
も
あ

り
ま
す
。今
後
も
、当
事
者
の
声

を
聞
き
つ
つ
、
粘
り
強
く
交
渉

し
て
き
ま
す
。（
前
書
記
長
、
現

特
別
執
行
委
員
　
松
田
 洋
介
）

　
組
合
が
実
施
し
た
教
職
員
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、
非
常

勤
職
員
だ
け
で
な
く
正
規
職
員

も
一
律
5
年
雇
い
止
め
に
懸
念

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
非
常
勤

職
員
の
多
い
女
性
部
の
努
力
に

よ
っ
て
、
雇
止
め
の
当
事
者
の

思
い
を
直
接
的
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
事
務
レ
ベ
ル
で
の
折

衝
も
含
め
れ
ば
数
度
に
渡
る
粘

り
強
い
交
渉
の
結
果
か
、
大
学

側
は
、
事
務
系
非
常
勤
職
員
に

　
金
沢
大
学
は
、
2
0
1
3
年

の
改
正
労
働
契
約
法
施
行
以

降
、
非
常
勤
職
員
の
雇
用
上
限

を
、（
こ
れ
ま
で
は
1
年
更
新
を

繰
り
返
し
て
　
歳
ま
で
働
く
こ

65

と
が
可
能
だ
っ
た
制
度
を
変
更

し
て
）
5
年
と
定
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
法
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ

な
い
大
学
当
局
の
対
応
を
組
合

は
強
く
批
判
し
、
と
り
わ
け
こ

の
１
年
間
は
、
無
期
契
約
へ
の

転
換
を
原
則
と
す
る
制
度
枠
組

み
へ
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
る

運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

声
を
集
め
る
取
り
組
み
も
広
が

っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や

学
習
会
を
通
じ
、
非
常
勤
職
員

か
ら
の
労
働
相
談
や
、
組
合
加

入
に
繋
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

て
き
ま
し
た
。

 　
ま
た
、ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト

も
含
め
、
雇
い
止
め
の
対
象
と

さ
れ
て
い
る
非
常
勤
職
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
無
期
雇
用

化
の
希
望
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

学
執
行
部
側
に
無
期
雇
用
化
を

迫
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

名
古
屋
工
業
大
学
な
ど
、
こ
れ

ま
で
対
応
方
針
が
不
明
確
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
無
期
雇
用
化
に

向
け
て
前
進
し
た
提
案
が
当
局

か
ら
回
答
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
出

さ
れ
て
い
る
多
く
の
単
組
で

団
体
交
渉
が
継
続
し
て
お
り
、

そ
の
他
の
単
組
で
も
要
求
書

や
質
問
状
の
提
出
な
ど
で
、
大

　
合
同
地
区
別
単
代
（
別
記
事

参
照
）
で
報
告
さ
れ
た
無
期
雇

用
転
換
に
向
け
た
取
り
組
み

で
は
、
5
年
雇
い
止
め
が
維
持

　　　（毎月10日発行）

金
沢
大
学
教
職
員
組
合

事
務
補
佐
員
の

　
  無
期
転
換
制
度
が
実
現

　
単
組
で
の
取
り
組
み

全
国
足
並
み
を
揃
え
て
、　

　
　
　
無
期
転
換
促
進
へ

東
甲
信
越
（
　
月
　
日
）
の
4

11

18

地
区
に
分
け
て
、
秋
・
冬
季
の

取
り
組
み
に
向
け
た
意
思
統

一
の
た
め
の
単
組
代
表
者
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
単
組
間
の
交
流
、
討
論
で

は
、有
期
雇
用
教
職
員
の
無
期

転
換
の
課
題
を
中
心
と
し
た

秋
・
冬
季
の
団
体
交
渉
の
取
り

組
み
と
、組
合
員
拡
大
な
ど
組

織
強
化
の
取
り
組
み
に
し
ぼ

っ
て
重
点
的
に
報
告
と
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

（
2
面
へ
つ
づ
く
）

　
全
国
の
大
学
・
共
同
利
用
研
の

単
組
を
中
国
四
国
・
九
州
（
　
月
10

　
日
～
　
日
）
、
中
部
・
近
畿

28

29

（
　
月
4
日
～
5
日
）
、北
海
道
・

11
東
北
（
　
月
　
日
～
　
日
）
、
関

11

11

12

北海道・東北地区合同単代での様子

で
の
雇
用
上
限
設
定
、
雇
い
止

め
」
事
案
に
つ
い
て
厚
労
省
、

文
科
省
に
よ
り
明
確
な
指
導
を

求
め
る
要
請
を
東
北
大
職
組
、

宮
城
県
労
連
、
全
労
連
と
共
同

で
行
い
ま
し
た
。
全
大
教
か
ら

岩
崎
書
記
次
長
、
東
北
大
職
組

か
ら
小
野
寺
書
記
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
場
で
は
、
文
科
省
は
こ

れ
ま
で
2
度
の
通
知
や
人
事
担

当
者
会
議
等
で
周
知
徹
底
等
を

し
て
き
た
経
過
の
説
明
に
と
ど

ま
り
、
厚
労
省
も
法
的
な
権
限

か
ら
啓
発
指
導
を
上
回
る
指
導

は
難
し
い
と
の
姿
勢
で
し
た

が
、
応
募
す
ら
認
め
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
る
「
別
途
の
無
期
雇

用
制
度
」
で
無
期
転
換
ル
ー
ル

に
対
応
し
た
と
は
言
え
な
い
は

ず
で
あ
る
と
い
う
東
北
大
職

組
、
全
大
教
か
ら
の
訴
え
は
、

直
後
の
　
日
の
委
員
会
質
疑
に

24

反
映
さ
れ
、
労
働
基
準
局
長
の

「（
別
途
の
無
期
雇
用
制
度
は
）

法
の
趣
旨
と
は
別
の
も
の
で
あ

る
」
と
の
答
弁
に
繋
が
り
ま
し

た
。    （
書
記
次
長
　
岩
崎
 誠
）

　
　
月
　
日
、
衆
院
厚
労
委
員

11

17

の
高
橋
千
鶴
子
議
員（
共
産
党
）

の
設
定
に
よ
り
、
東
北
大
学
を

中
心
と
し
た
国
立
大
学
で
の

「
無
期
転
換
を
回
避
す
る
目
的（秋・冬季単組代表者会議での報告より抜粋）

無期雇用転換に関する状況、取り組み①【東日本地区】

　
中
央
で
の
取
り
組
み


